
1. はじめに　

　音と形状に関連する学問や研究には，音波を可視化す

るグラドニ図形 1) や，音から形状を連想させるブーバ・

キキ効果 2) などがある．建築や都市の分野ではサウンド

スケープと環境認知の構造を明らかにした研究 3) がある．

実務では音声を用いた仮想空間の操作システムの開発も

行われている 4)．このように形状を決定する際に，音が

直接的にも間接的にも決定項目として用いられる．一方，

形状の検討をする際には，仮想空間が頻繁に用いられる

が，複数の感覚を刺激すること 5)6) で，従来のマウス操作

と視覚情報より，空間に没入し自由度の高いデザインが

できると考えられる ( 図 1). そこで，仮想空間で音の変

化を用いて形状を操作し，対話的にデザインを発散する

ことで，新しいデザインの発想や創造に繋げられるので

はないかという考えのもと，本研究を行う．

2. 研究の目的

　本研究では，①音と形の変化に対する認知と②直感的・

感覚的な操作に着目している．エンターテイメント業界

を始め，音と光や映像がインタラクティブに反応し，仮

想空間に没入できるコンテンツが多く存在している．そ

れらの認知を明らかにすることで，臨場感や迫真性など

の構成要素を明らかにする．また，音を用いることで，

従来の 3D モデリングツールの操作性や設計の専門知識が

無い場合や，ALS や言語障害の方の利用が期待でる．以上

から，仮想空間を用いて新たなデザインの発散や発想の

場の拡張を目的とし，音を新たな共通言語として，デザ

インシステムの開発を目指す．

3. 実験システム

　ゲームエンジン（Unreal Engine）のビジュアルスクリ

プティングおよびプラグラミング言語を用いてリアルタ

イムのスペクトル解析のシステムを構築する（図 2）．ま

ずは，プリミティな形状を用いて基礎的な実験を行う．　　
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図１ 刺激と感覚・知覚・認知の関係

図２ 実験システム

集音マイクで現実空間の音を拾い，ゲームエンジン内で

音波を解析し，音の３要素（高さ，大きさ，音色）の違

いと仮想空間に可視化された形状の変化を観察する．音

は，「口から発した，自然言語以外の無意味な音」「手や

物を叩いた時の音」「生活や街中の音」を用いる．対象と

する形状の変化が音と一致しているか，アンケートから，

音と形状の変化の印象を調査する．
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